
 

平成 21 年度健全化判断比率等の算定結果について 

 

１．財政健全化法の概要について    

平成 19 年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、こ

れにより、地方公共団体は、毎年度、前年度決算に基づく「健全化判断比率（実質

赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の 4 指標）」及び公

営企業の「資金不足比率」を監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表する

ことが義務付けられました。 
健全化判断比率については、比率のいずれかが早期健全化基準以上となった場合

は「早期健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による財政の健全化を行う必要

があります。比率のいずれかが財政再生基準以上となった場合は「財政再生計画」

を策定し、国等の関与による確実な再生に取り組むことになります。 
また、各公営企業の資金不足比率については、比率が経営健全化基準以上となっ

た場合は「経営健全化計画」を策定し、経営の健全化を図ることになります。 
 
 

２．健全化判断比率について（４指標）   

平成 21 年度決算に基づき算定した健全化判断比率は下表のとおりです。いずれ

の指標についても昨年度と同様に早期健全化基準を下回りました。 
 
 

健全化判断比率 
（参考） 

前年度数値

早期健全 
化 基 準 

財政再生

基  準

① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 13.62 ％ 20 ％ 

② 連結実質赤字比率 ― ― 18.62 ％ 40 ％ 

③ 実質公債費比率  18.4 ％ 19.5 ％ 25.0  ％ 35 ％ 

④ 将 来 負 担 比 率 187.8 ％ 190.2 ％ 350.0  ％ ― 

 



① 実質赤字比率  算定結果 － ％   

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模（人口、面積等から算出

する標準的な一般財源の規模）に対する比率であり、これが生じた場合は赤字

の早期解消を図る必要があります。 
実質赤字比率は、黒字である場合は負の値（マイナス）で表示されます。ま

た、算定結果数値は黒字の場合計上されず、「－」で表示されます。 
 
 
   
 

 
 

 

 

 

 

 

②  連結実質赤字比率  算定結果 － ％   

公営事業会計を含む全会計を対象にした実質赤字額（または資金不足額）の

標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合は赤字の早期解消を図る

必要があります。 

連結実質赤字比率は、実質赤字比率と同様に黒字である場合は負の値（マイ

ナス）で表示されます。また、算定結果数値は黒字の場合計上されず、「－」で

表示されます。 
 

  

全会計の実質収支の合計額 －５３３，９２４（黒字）
◆連結実質赤字比率 ＝ 

標準財政規模 
＝

８，５２５，２６８ 

     

 ＝  －６．２６ ％ （黒字）   

 

 

 

 

 

 

一般会計等の実質収支額 －１７１，７８２（黒字） 
◆実質赤字比率 ＝ 

標準財政規模 
＝

８，５２５，２６８ 

     

 ＝  －２．０１ ％ （黒字）   

（ 千円 ）

（ 千円 ）



③  実質公債費比率  算定結果 1８.４ ％   

一般会計等が負担する地方債元利償還金及び準元利償還金(水道・下水等の公

営企業会計及び広域行政組合等一部事務組合に係る地方債償還分の繰出金等)

などの標準財政規模に対する比率です。数値は３ヵ年度の平均数値で算出しま

す。財政健全化法に基づく基準とは別に、実質公債費比率が 18％を超えると地

方債の発行には許可が必要となり、25％を超えると一部の地方債の発行が制限

されます。実質公債費比率を引き下げるためには、繰上償還や地方債発行額の

抑制が必要です。 

平成 21 年度単年度数値は、地方債の元利償還金の減等により、平成 20 年度

単年度数値よりも 2.66％改善しました。また、３ヵ年度平均数値も、数値が高

かった平成 18 年度単年度数値(19.82996％)の代わりに平成 21 年度単年度数値

が算定対象となったため、1.17％改善しています。 

 

 （地方債の元利償還金＋準元利償還金）－ 

◆実質公債費比率  （特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

  標準財政規模 － 

 

＝ 

（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

   

 ２，７５４，６０８ － １，５８６，７３０ 

 
＝ 

８，５２５，２６８ － １，５１５，５３６ 

   

 ＝  １６．６６０８１ ％ （２１年度単年度数値） 

 

１９．５０７０８（H１９） ＋ １９．３２２２１（H２０）＋１６．６６０８１（H２１） 
３ヵ年度平均数値 ＝ 

３ 

 ＝  １８．４ ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 千円 ）



④  将来負担比率  算定結果 1８７.８ ％   

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債(将来負担額)の標準財政規模に対

する比率であり、これらの負債が将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを

示す指標です。 

将来負担額とは、一般会計の地方債残高や契約等により将来の負担を約束し

たもの(債務負担行為)、公営企業・一部事務組合等の地方債残高のうち一般会

計が負担するもの、土地開発公社や第３セクターの損失補償額などの総額です。

基金などの資産額を差し引いた額を基に算出します。 

平成 21 年度数値は、平成 20 年度数値よりも 2.4％改善しています。 

 

 

将来負担額 －（充当可能基金額＋特定財源見込額＋ 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額） 

標準財政規模－ 
◆将来負担比率 ＝ 

（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

   

 ３２，４４５，３８８ － １９，２８０，３９４

 
＝ 

８，５２５，２６８ － １，５１５，５３６ 

   

 ＝ １８７．８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 千円 ）



３ 各公営企業の資金不足比率  算定結果 各会計 － ％ 

平成 21 年度決算において資金不足を生じた公営企業はないため、算定結果は

「－」で表示されます。 
  資金不足比率は、各公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率であり、経

営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を定めなければなりません。 
 

（千円） 

 事業規模 資金不足額 資金不足比率 経営健全化基準

水 道 事 業 507,237 ― ― 

簡 易 水 道 事 業 63,518 ― ― 

公共下水道事業 50,699 ― ― 

農業集落排水事業 39,897 ― ― 

20 ％ 

 
 
 
 

  

資金の不足額 
◆資金不足比率 ＝ 

事 業 の規 模 


